
 
 

 

 

 

「成長」が「できた！」につながっています 
 4年生の算数の中でも、子どもたちが「難しい！」と感じやすいのが、わり算のひっ算です。 

 1学期に行った「わり算のひっ算①」のテストでは、平均 43.7点。このままではまずい…

…ということで、今回はプレテストを行い、間違えた問題を練習してから本番に臨みました。 

 そして、木曜日に行った「わり算のひっ算②」のテストでは、平均68点！ なんと平均点

が24.3点も上がりました。社会のテストでも、平均65点から7９点にアップしています。 

 この結果が、私はとてもうれしいです。というのも、最近の 4 年生は、生活面でも大きな

成長を見せているからです。 

 1 学期は、担任が来るまで立ち歩いたり、おしゃべりをしたりする人が多く、「落ち着いて

待つ」という当たり前のことが、なかなかできませんでした。 

 ところが 2 学期。教室へ向かう途中で、「あれ、4 年生いるのかな？」と思うくらい、静か

に座って待っていることがあります。 

 これまで大切にしてきた「リスペクト」。自分のことだけでなく、周りの人のことを考えて

行動する姿が、少しずつ増えてきました。授業も落ち着いてできるようになり、「分からない

ことにも頑張って向き合う」姿も見られるようになっています。 

 「分からない」→「やらない」→「ますます分からない」ではなく、「分からない」→「や

ってみる」→「分かった！できた！」へ。 

 今回の点数アップは、子どもたちの成長が形になって表れたものの一つだと思います。勉

強でも、友達との関わりでも、これからも「頑張れば、自分にもできる！」という経験を積

み重ねてほしいと思います。 
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持久走のための健康調査→締め切りを過ぎました。まだの方は早急にご提出ください。 

性的いやがらせに関するアンケート→9月18日（金）までに実施をお願いします。 

マスクについて→忘れが続いている人がいます。給食当番の仕事に関わるので、ご家庭で

も確認していただき、お子さんに持たせてください。 

フォトギャラリー 

久しぶりに晴れの

日元気に外で遊び

ました！秋らしい

気温で気持ちよさ

そうでした。 



 


